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情報共有データベースの概要

【概要】

PDCAシートを基に補助事業情報を集約した「情報共有データベース」を展開しています

事業情報データベースの構成／掲載項目

• 各補助事業者からご提出いただいているPDCAシートのうち、アウトプット・アウトカム・効果検証及び費用の情報を除いた情報
について、効果的な事業実施や連携強化のため、環境省「地域における地球温暖化防止活動促進事業」及び「地方と連携
した地球温暖化対策活動推進事業」の各補助事業者に「情報共有データベース」として共有しています

データベースの構成

# 掲載項目

1 都道府県

2 事業者名

3 事業名

4 事業の概要

5 効果的な実施のための工夫

6 実施結果

7 主な訴求対象

8 普及啓発テーマ

9 訴求方法

10 実施期間・実施日

• 「地域における地球温暖化防止活動促進事業」（通常事業・特

別提案事業）、「地方と連携した地球温暖化対策活動推進事

業」（地方公共団体・民間企業）の計4シートに事業情報を掲載

• 事業概要に加え、普及啓発テーマ、訴求方法、地域等の情報を

掲載

データベース内の掲載項目
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活用方法

【活用方法】

今後の事業計画の立案や地域での普及啓発活動の改善等にご活用ください

• 補助事業に限らず今年度の普及啓発事業の改善に活用した。また、次年度の事業実施に向けて、他地域セン
ターの事例を元に計画を立てている。実施機関間で情報共有がされているのはとても有益である

• 事例を参考する際は、テーマから事業を逆引きしている。普段関わりのある地域センターの方が聞きやすいため、地域

センターの事例を中心に見ている。詳細に内容を知りたい場合は、当該地域センターに直接連絡していた

• こうしたリスト・情報が共有され、お互いに聞いたり、聞かれたりすることが増えれば、今後自治体やコミュニティFMにも
聞きやすい雰囲気が醸成されるのではないか

補助事業者の声

地域センターA

近隣の事業者との連携地域での普及啓発活動の立案・改善今後の補助事業の計画立案・改善

来年度事業におけるオン
ラインイベントの効果検
証方法を、他の事例を

基に改善

地域で食品ロスに関する
イベントを実施するにあた
り、他の事例を基に効果

的な内容を検討

近隣の地域センター、自
治体、企業等の取組を
知り、連携して啓発活

動を実施

• 地域センターどうしは、予算を取り合う競合ではなく、温暖化をどうにかしなくてはいけないと考えて行動している仲間。
互いにいい事例、出せるものはどんどん公開すべきと考えている

• 他の実施機関の情報が参照できるというのは非常にありがたい

• 次年度の作成の際に参考にでき、次年度の事業のクオリティが上がるのではないかと思う

地域センターB

地方公共団体C
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情報共有データベースの操作方法

【操作方法】

今後の事業計画の立案や地域での普及啓発活動の改善等にご活用ください

# 活用シーン 操作方法

1 • 普及啓発テーマ／訴求方法／地域（都道府県）により事業を絞り込む

• 各シート左上の検索条件をプルダウンより選択し、「検索」を押下

2 • その他の事項により事業を絞り込む

• 各列のフィルターを選択し、テキスト等で条件を指定し絞り込み

3 • フリーワードでシート／ブック全体を検索する

• Ctrl+Fで検索 ※必要に応じオプションから検索場所をシート→ブックに変更

例：主な訴求対象に
「若年層」が含まれる
事業を検索する場合

例：「地域循環共生
圏」を含む事業を検索

する場合


